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解説

★★★★ （1）　腕の筋肉がどこの骨についているか下図で確認しておこう！

★ （2）　筋肉と骨の結合部分を「けん」という。

★★★ （3）　

★★★ （4）　クが水晶体、ケが虹彩、コが神経、サはガラス体、シは網膜である。

★★★★ （5）　目の神経は末しょう神経の感覚神経である（ｄ）。

★★★ （6）　

★★★★ （7）　ケの虹彩は顕微鏡のしぼりと同じような役割がある。その役割は（6）を参照。

★★★ （8）　音の刺激の伝わり方は音　→　①鼓膜　→　②耳小骨　→　③うずまき管　→　聴神経　→　脳　である。

★★★★ （9）　耳は音の刺激だけでなく、体の傾きや回転、重力などの刺激も受け取っている。

腕の曲げた状態では筋肉Ａは縮み、筋肉Ｂはゆるむ。腕を伸ばした状態では、筋肉Aがゆるみ、筋肉Bが縮む。

光の刺激を受け取る細胞はシ網膜である。虹彩（ケ）はひとみの大きさを変え、レンズに入る光の量を調節し、レン
ズ（水晶体）（ク）は筋肉によってふくらみを変え、網膜の上にピントの合った像を結ぶ。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

3.行動のしくみ（解答）

単元2 動物の生活と生物の進化

1
A B

ウ エ

（5） （6）

（8）

イ 体の傾きや回転（重力など）

（9）

ｄ シ

名称

しぼり 光の量を調節するはたらき。

はたらき
（7）

ク ケ

水晶体 虹彩

コ

網膜

（4）

（1） （2）

けん

（3）
A B

ゆるむ 縮む

目標時間

40分
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解説

★★★ （1）　

★★★★ （2）　目から入った刺激は感覚神経を通りその後すぐに脳を通る。脳から指令が出ると、運動神経から筋肉に伝えられる。

★★ （3）　

★★★★★ （4）　

★★★★ （5）　

★★★ （6）　実験2の反応経路は手の皮ふ→感覚神経→せきずい→脳→せきずい→運動神経→手の筋肉（エ）となる。

★★★ （7）　

目の中で、ひとみの大きさを変えて光の量を調節する部分を虹彩といい、目の中で、レンズを通った光が像をつく
る部分を網膜という。

脳とせきずいからできている神経系を中枢神経といい、そこから細かく枝分かれし、体のすみずみまでいき渡って
いる神経系を末梢神経という。

まず実験5回分の平均を求める。式は、（1.66＋1.71＋1.64＋1.69＋1.70）÷5＝1.68秒となる。次にA～Hの8人で
実験していたものをHを鏡に置き換えるということは、一人分の時間が短くなるので、式は1.68÷8＝0.21秒となる。

右手をにぎられるという刺激を受けてから左手でにぎるという反応をするまでの生徒1人あたりにかかった時間を
求めるので、先生はいれないことから、式は3.45÷15＝0.23秒（ウ）となる。

意識とは関係なく起こる反応を反射という。反射は脳をかえさず反応することにより、反応時間が短縮でき、人を
危険から守ることができる。例として、熱いものに触れたとき手を引っ込めたり、ボールが飛んできたとき、思わず
目を閉じるなどの反応がある。

2

（5） （6）
記号

ア

（3）

中枢神経

（4）

　　　　0.21　　　秒 ウ エ

虹彩 網膜

（1）

ア、ウ、オ、カ、イ、エ、キ

（2）
光を調節する部分 像をつくる部分

名称

反射

（7）
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